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２月の行事予定 

 

 

 

 

 

教育における タイパ とは？  
 副校長 江幡 隆志 

今年度の終わりが近づいてきました。私も副校長１２年目が終わります。６年生が生まれてからずっと、この職を

何とか続けてきたと思うと、自分に「お疲れ様、よく頑張った」と褒めたいような気持ちと「お前、どれほど役に立

ったの？」という懐疑が頭をよぎります。教育という現場において、その目的となるのは「人格の完成を目指し、平和

で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成」（教育基本法）ということです。

それに照らして、それを実現する学校運営の一助たり得たのかどうか。社会の急速な変化に対応しながら、先生たち

子どもたちを守り、伸ばすことができたかどうか。そして学校や地域の教育資源と日々の教育のためにゆだねられた

時間を有効に使うことができたかどうか。特に一層多忙化する教育現場で時間あたりの効率＝タイムパフォーマンス

（＝タイパ）はどうであったのか。もちろん私ごときのできる範囲は限られてはいるのですが・・・・。 

副校長の業務は勤怠管理、任用関係、電話・来客対応、調査対応、文書作成・配布・メール配信などなど、会社の

一人総務部かと思うものにも及びます。他の先生たちも授業に関するもの以外にもたくさんの業務を担っています。

加えて、世の中の変化に対応すべく、特別支援教育を踏まえた個別指導の強化、ICT活用能力の育成も求められます。

そのような中で「学校外でのトラブル解決」「児童への伝言依頼」「通知未確認による問い合わせ」などなどの要請や

「？？？」と感じるクレーム等が続いて、「なんとかならないものか」と感じることも多くなっています。 

教師は上記の教育目的のために、授業力の向上や質の高い授業の提供を求められています。そのために日々研鑽し

準備を整えなくてはいけません。それが子どもたちの学習意欲や興味、教師への信頼を高める王道なのです。これを

上手に、つまりタイパよく積み上げることが教育における最重要なタイパなのではと考えます。 

子どもたちは未来の宝です。それを育てるための教育のタイパを見誤ると、未来社会の形成者をよりよく育てるこ

とはできません。行政、地域、保護者、そして教育現場がこのことを再確認し、限りある教育資源や時間等を有効に

子どもたちに注げる学校づくりに連携・協力していきたいものです。 

 

１ 土 
展覧会２日目  
変則５時間授業（５時間目授業１３時４０分終了 給食有） 

１５ 土 小学校女子サッカー大会 合唱合奏研究発表会 

２ 日  １６ 日  
３ 月 振替休業日 １７ 月 朝会（キャリアタイム）  クラブ 
４ 火  １８ 火 ゲーム集会 
５ 水 安全指導日 １９ 水  

６ 木 ゲーム集会 新入学保護者説明会 ２０ 木 
すっからかんデー  
放課後ステップ 劇団鑑賞教室 

７ 金  ２１ 金 避難訓練 
８ 土  ２２ 土 小学校女子サッカー大会（予備日） 
９ 日  ２３ 日 天皇誕生日 
１０ 月 朝会（キャリアタイム） 委員会 たてわり班お別れ会 ２４ 月 振替休日 
１１ 火 建国記念の日 ２５ 火 たてわり班お別れ会 

１２ 水 午前授業 ２６ 水 ５年社会科見学 あだちからの日 

１３ 木 体育集会 ５年芸術鑑賞体験教室 ２７ 木 ６年生を送る会 

１４ 金  ２８ 金 保護者会 １２３年１４：３０～ ４５６年１５：３０～  



                                            〈国語部担当〉                                                                 
  
今年も12月から書き初めの練習に取り組んできました。体育館での練習会では、手本をよく見ながら一画一画

丁寧に練習をしていました。 
 そして、１月９日（木）に５年生と６年生、1０日（金）に３年生と４年生が、席書会を行いました。寒さの中、
新年の喜びと新たな希望を込めて真剣な表情で臨みました。また、１・２年生も静かな空気の中、教室で硬筆に取り
組みました。一人一人練習の成果を発揮して、のびのびとした美しい字が書けました。 
書き初め展は、１７日（金）から2３日（木）まで行われ、お互いの作品を鑑賞し合いました。また、たくさん

の保護者の方にも参観していただき児童の励みとなりました。準備などご家庭のご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

                                         〈５年担任〉 

5年生は、１月16日に収穫祭を行いました。10月25日(金)にお米の収穫を行ってから約３ヶ月が経ち、「この収穫した

稲からどれくらいの量のお米になるのだろう。」「早く食べてみたいな。」とずっと楽しみにしていましたが、ようやく収穫祭の

日がやってきました。 

収穫祭では、餅つきの体験をして、実際にお餅を食べました。食べてみて、「一生懸命に育ててきたから、よりおいしく感じ

た。」「準備してくださった地域の方や保護者の方々に感謝したい。」といった声が聞こえました。また、日々自分たちの食べる

お米を作ることの大変さを知り、農家さんの弛まぬ努力を痛感している様子でした。食べ物のありがたみや感謝も知ることが

できた収穫祭になりました。 

ご協力いただいた保護者の皆様、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 

 
 

 

 

 

 

 

                                〈代表委員会担当〉 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
代表委員会では１月15日（水）から17日（金）まで、ユニセフ募金に取り組みました。毎日たくさんの人から

の募金があり、３日間で５4,892円集まりました。 
この金額は、ポリオから子供を守るためのワクチン、2,541回分に相当します。集まったお金は、ユニセフ協会に

送って、世界中の困っている人たちのために役立てていただきます。 
 ご協力ありがとうございました。 

収穫祭（５年生） 

ユニセフ募金 

 

席書会 


